
＃真岡ごはん＃真岡ごはん

　大きなたこが入った“たこ焼き”です。山
芋たっぷりのオリジナル粉を使い、ふんわり
と焼き上げています。たこならではの柔らか
さと、宮たこ特製ソースの旨味が絶妙に絡み、
やみつきになるおいしさです。ぜひ一度お立
ち寄りください。

真岡の「美味しい」をお届けします。真岡の「美味しい」をお届けします。

【所在地】　　

　並木町 1-11-3

【営業時間】　

 　11:30〜19:00

【定休日】　　

 　火曜日　

※臨時休業あり

【電話】　  

　83-9181

　　　

　抽選で、「たこ焼き 8 個入り」を 5 名にプレゼ
ントします。専用応募フォーム、または官製はが
きに必要事項を記入し、応募ください。

【必要事項】　応募者情報（住所・氏名・年齢・連絡先）
　　       　 広報紙に関するご意見・ご感想など
　　

【応募先】〒 321-4395 真岡市荒町 5191 番地
 　　　　　 秘書広報課広報広聴係
 　　　   「広報もおか 12 月号プレゼント」担当

＊市内外問わず 1 人 1 通応募可
＊応募数が定数を超えた場合は抽選
＊当選者のみ当選券を発送

ｰ注意事項ｰ

応募フォーム

真岡市内飲食店等支援事業

②②

14 広報もおか

応募締切　令和 6 年 12 月 31 日 （火） ※消印有効

宮たこ　真岡店宮たこ　真岡店

読者プレゼント

①たこ焼き8 個入り　②店舗外観　③大判焼  ④大きなたこ　⑤山芋たっぷりのオリジナル生地　⑥ふんわり焼き上げたたこ焼き

④④

①①

③③

⑥⑥⑤⑤
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真岡駅入口

並木町一丁目
真
岡

宮たこ

高寺下交差点

野球と地域をつなぎ、
　 これからも夢を乗せて走る

令和 6 年 12 月号 15

相手にせず、自動音声を無視し、電話を切る

　総務省が個人に電話をすることはありません。
音声ガイダンスが流れる電話が留守番電話に残っ
ていても、かけ直さないでください。
「料金が未納」「裁判になる」は不安にさせる手口

　「支払わなければ裁判になる」と説明し、消費者を
慌てさせ、冷静な判断力を奪う手口です。他には、
通信会社、電力会社、市役所などを装う架空請求や、
国際電話番号等を用いた不審な電話も増えています。

非通知や知らない番号からの電話は出ない

　悪質商法や詐欺の被害に遭うきっかけになりま
す。電話に出てしまっても、「おかしい」と思っ
たら電話を切り、１人で判断せず家族や知人等に
相談しましょう。

　【相談窓口】 消費生活センター （くらし安全課内）

　 ℡ 0285-84-7830　（ハナシテナヤミナシ）
　 平日　9:00～12:00　13:00～16:00　※相談料無料

消費生活センターメモ　№498

　「料金未納」 「２時間後に電話が止まる」

　自動音声による不審電話に注意

＜事例 1＞固定電話に、総務省を名乗り「2 時間以
　内にすべての通信が止まります。
　オペレーターと話したい方は 1 番を
　押してください」と自動音声電話が
　かかってきた。
＜事例 2 ＞携帯電話に、実在する大手通信会社を名

乗り「未納料金が発生しています。放置すると法的
手続きをとります」と自動音声電話の着信があった。
個人情報の取得や金銭をだまし取ることが目的

　誘導された番号を押すとオペレーター
につながり、名前や生年月日などの個人
情報を聞き出されたり、「未払い料金が
ある」とお金を要求されたりします。

秋
あきやま

山 信
のぶはる

治さん（70 歳）

市民の方が出演し、ラジオパーソナリティと対談しました。
全 3 回のシリーズでお届けします。

真岡・二宮70年を振り返って
広報もおか 広報もおか 「「あの日あのころ 」あの日あのころ 」✕ FMもおかコラボ企画✕ FMもおかコラボ企画

vol.3

※対談は、10 月 29 日（火）、11 月 15 日（金）にラジオで放送されま
した。再放送は、12 月 28 日（土）、1 月 4 日（土）の予定です。

　私は、昭和 29 年に益子町で生まれました。3
歳の時に、塩谷町の高原山麓の開拓地に親と一緒
に入植、小学 5 年生まで高原山にある小学校へ
通いました。その後、3 回転校し、中学 3 年の時
に真岡へ家族で移住し、真岡中へ転校しました。
　高校は、真岡工業高校土木課 3 期生として進学。
昔は、現在の真岡工業高校の場所に真岡農業高校
があり、機械科が併設されたのが真岡工業高校の
始まりで、古い校舎だったのをよく覚えています。
また、野球好きな叔父の影響もあって、友人と一
緒に野球部へ入部しました。当時の野球部は県内
でも強豪校の 1 つでした。

　卒業後は、小山市役
所へ土木技師として入
職。区画整理課へ所属
し、その頃どの自治体
でも盛んに行われてい
た土地区画整理事業に
携わりました。また、

当時は国鉄真岡線で小
山駅まで通ったのも思
い出です。野球は、社
会人になっても続けて
いました。高校の同級
生が母校の監督になっ
た年には、母校野球部
の OB 会を立ち上げま

▲平成 2 年 7 月 21 日
真岡の夏まつり （桜若）

▲真岡中３年５組の通称、

「さんごの会」の仲間たちと

FMもおかパーソナリティの大山さん（写真左）と秋山さん（写真右）

した。さらに、社会人硬式野球の環境づくりと青
少年育成を目指して NPO 法人コットンウェイ硬
式野球倶楽部を設立。現在は、副理事長兼 GM と
して野球を通じて地域の子どもたちや大人の方と
の交流を楽しんでいます。
　これからも地域活動を楽しみつつ、来年は、真
岡の夏まつりの当番町会となっているので、町内
の方々や各種お祭り団体と協力しながら伝統行事
の発展と継承に努めていきたいと思います。


